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l.はじめに

森林生長モデルの構築については， ミクロ・マクロ等いろいろなアプローチが議論されているが

（木梨 1974), やはり鈴木 (1966, 1967 A, 1967 B, 1967 C)の「林分遷移の基礎方程式」

のような涸繹的なモデルが喧ましい。というのは他方の極にある帰納的モデルが記述の便宜という利

点しかないのに対し，演繹的モデルは現象自体についての説明まで与えているからである。（未田・

山本， 1978) 

ここでは，鈴木の「林分遷移の埜礎方程式」がボす森林の生長経過の様子を図形表示してみた。図

形表ポには，名占屋大学大型計算機センターのプロッター・プレビュー・システムを用いた。

2. 「林分遷移の埜礎方程式」と図形表示

鈴木の「林分遷移の基礎方程式」とは，時間tをパラメーターとする直径分布密度函数<p(t．り）

に関する放物界り 2階偏微分方程式

如t,り）＝上が Ca(t,り)<p(t，り））ー 8c〇(t，り）僚t，り）〕ー r(t,v) <p (t，り）
~ - 2 珈 句

(1) 

である。ここで a(t，い ， /J(t, V) , r (t，り） はそれぞれ直径分布<p(t，り） の分散
の変化，直径の生長，立木本数の減少に関係する係数函数である。また幾つかの仮定のもとに，遷移

方程式（1）の係数函数を決定し，正規分布になる一斉同齢林分の生長モデルを得ることができる。初期

条件により異る型の解があるが，ここでは，平均値および分散が増加しはじめる時点に対するパラメ

ーターが含まれていないもの (Casel), パラメーター叫 Uを含んでいるもの (Case2) を

示す。

Case 1 の解は

e -ct {り-b1(1-¢―kt) }2 
<po(t，v) = 2戸江下了 exp[-~ヽ） ］ (2) 

であり， Case2 の解は

<pu,v(t,v)= 2r:::f:三exp〔ー：：言2-:二::::「] (3) 

である。
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(2) • (3)式に対する図形表示は図 1, 図2に示すとおりであり，平均値v(t)がそれぞれ
和）＝ b1 (1 - e -2kt) 

砂）＝今 (e-2屁— e-2kt)

で増加し，分散 a(t)がそれぞれ

a(t) = 2叫(1-e―2kt) 

(Case 1) 

(Case 2) 

(Case 1) 

aft)= 2が (e-2ku_e-2kt) (Case2) 

で増加している様子がわかる。すなわち Case2 では分散は時刻 Uより増加しはじめ，常に Case

1より分布の広がりが小さくなっていることがわかる。また，枯死する木が徐々に増えていく様fが

各図の左端に見とめることができる。

＇ a i = 7. 5 2 4 
bl •17.61 

C •0,00153 

k •0,01296 
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図1 Case 1 図2 Case 2 

3. おわりに

名古屋大学大型計鍔機センターは，設立以来， 「図形情報処理」をその特色の一つとして設備やソ

フトウェアの整備を行ってきた。しかし， XYプロッターによ・る作図は図形出カジョプの増加等によ

り，出力結果を得るまでかなりの時間がかかっていた。そこで，センターでは，ユーザーの図形出力

ジョプにより図形データが作成された後に， この図形データを数日間程度ファイルに保存しておき，

その間に， XYプロ・ノターに比べてより高速のディスプレイ端末期に図形データを作画し， XYプロ

ソターヘの出力の要・不要をユーザーが匝接検討するというシステムを開発した。 （プロッター・プ

レビュー・システム） （名古屋大学大型計算機センター， 1977 A, 1977 B) これにより，我々ユ

ーザーは，余り待つこともなく，図形出力を得ることができる。（ただし，画質はXYプロッター出

力よりかなり落ちる。 ） 

今回試みたこれら図形表示は，不馴れなこともあり，完全にそれぞれのモデルの内容を表現できて

いないが，それらのもつ定性的な傾向は示していると思う。
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